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第 2 次西之表市都市計画マスタープラン 

【市の計画】 

西之表都市計画 

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 
第 6 次西之表市長期振興計画 

基本構想及び基本計画 

西之表市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

【関連する主な市計画】 

・地域公共交通計画 

・環境基本計画 

・公共施設等総合管理計画 

・公営住宅等長寿命化計画 

・空家等対策基本計画 

・西之表市港町再生基本構想 

・西之表市国土強靭化地域計画 

・農林水産業に関する計画 

・教育・福祉に関する計画 など 

※その他、まちづくりに係る計画 他 

 

ה  

∆ 

【県の計画】 

【都市計画の決定・変更】 

・土地利用（用途地域等） 

・都市施設 

・市街地開発事業 

・地区計画 等 

∆ 

西之表市立地適正化計画 

 

1－１．都市計画マスタープランについて 

導入編 
 

●都市計画マスタープランとは 
「市町村の都市計画に関する基本的な方針（以下「都市計画マスタープラン」という。）」

は、都市計画法第 18条の 2に基づき、市民の意向を反映させながら、地域特性を踏まえ
た土地利用のあり方や道路、公園、市街地環境整備など、都市計画に関する基本的な方針
を定めるものです。 

●計画の位置づけ 
都市計画マスタープランは、まちづくりのビジョンの統一や広域的なまちづくりの一

体性の確保を図ることから、鹿児島県が策定する「西之表都市計画 都市計画区域の整
備、開発及び保全の方針」や第 6 次西之表市長期振興計画などの上位計画に即して定め
るものとされています。 
また、都市計画マスタープランが土地利用のコントロール、都市施設の整備をはじめ

として各種施策・事業を秩序立てて進めていくための基本方針となることから、関連す
る計画との整合を図ります。 

 

 

＜第 2 次西之表市都市計画マスタープランの位置付け＞ 
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●計画の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図 用途地域の指定状況 

出典：令和元年度都市計画基礎調査 

 
・・・計画策定の趣旨や本市の現況、都市づくりの課題を示します。 

１－１．都市計画マスタープランについて 

１－２．都市づくりの課題 

第１章 導入編 

 
・・・基本理念、将来都市構造及び分野別都市づくりの方針、計画の方針を示します。 

２－１．都市づくりの理念と目標 

２－２．都市づくりの将来像（将来都市構造） 

２－３．分野別都市づくりの方針 

第２章 全体構想編 

 
・・・全体構想を踏まえ、地域の特性・役割に応じた地域づくりの方針を示します。 

３－１．地域別方針の概要 

３－２．地域別方針 

第３章 地域別方針編 

 
・・・本計画の推進に向けた取組み方針について示します。 

４－１．都市計画マスタープランの運用 

４－２．協働のまちづくりの推進 

４－３．計画の推進体制 

第４章 実現化方策編 

●計画の対象範囲 
本計画の対象範囲は、右図に示す青色の線で囲んだ

都市計画区域を対象とします。 
ただし、2022年（令和 4年）に策定した西之表市立

地適正化計画と連携して、市全体のまちづくりを進め
ていくことが重要であるため、必要に応じて都市計画
区域外や大字地域に関する方針も記載します。 

●目標年次 
〈第 2 次西之表市都市計画マスタープラン〉 
2024年度（令和 6年度）～2043年度（令和 25年度） 
 
（参考） 
〈西之表市立地適正化計画〉 
2022年度（令和 4年度）～2042年度（令和 24年度） 
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１－２．都市づくりの課題 
●本市の現況 
本市では、加速度的な人口減少と少子高齢化への対応、まちなかの活力の維持や都市の

拡散防止に向け、誰もが住み続けられる持続可能なまちの形成が必要とされています。 
〈都市の人口分布と将来人口〉 

図 年齢３区分別人口の予測 
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・都市計画区域内でも人口密度が低く、まちなかの活力の維持に向けた取組みが必要 
・加速度的な人口減少と少子高齢化の進行への対応が必要 
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図 都市計画区域内の区域別新築割合の推移 

・2014年～2018年では建築需要が低下する一方、用途白地地域での新築着工割合
が増加しており、都市の拡散防止が必要 

〈開発動向〉 
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図 用途別新築着工動向（市全域） 

図 100m メッシュ別人口分布 図 年齢３区分別人口の予測（構成比） 
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資料：西之表市立地適正化計画（2022 年）・都市計画基礎調査（2019 年） 
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１．日当たりや見晴らしがよい

２．空き家や空地への適切な対策がなされ、

快適な環境が保たれている

３．密集した住宅での火災に対する

安全性が確保されている

４．まちなみや自然景観の美しさがある

５. 緑や水辺空間が身近にある

６．スーパーなど日々の生活に必要な施設が充実している

７．小・中学校、保育所などの子育て・教育施設が

充実している

８．遊び・レジャー施設が充実している

９．働く場所が充実している

１０．医療・福祉施設が充実している

１１．わかさ姫（市街地巡回バス）、どんがタクシー

（乗合タクシー）が便利である

１２．周辺市町村、各地区を

結ぶ道路が走りやすい

１３．身近な生活道路が走りやすい

１４．道路における渋滞が少ない

１５．道路において歩行者が安心・快適に移動できる

１６．道路において自転車が安心・快適に移動できる

１７．道路のバリアフリー化

がなされている

１８．道路の舗装や植栽等の維持

管理が適切になされている

１９．身近に利用できる公園が充実している

２０．休日に家族で過ごせる大きな公園が充実している

２１．生活排水対策（下水路、浄化槽等）が充実している

２２．地区公民館、図書館や体育館など

文化・体育施設が充実している

２３．公共施設が十分に

バリアフリー化されている

２４．防犯対策が充実し、安心して暮らせる
２５．がけ崩れなど、土砂災害への

対策がなされている

２６．河川の氾濫や洪水など、

水害への対策がなされている

２７．災害（大雨や地震）があっても道路等

のライフラインが寸断されない

２８．街路灯などの交通安全施設が充実している

２９．分かりやすい避難計画がある

３０．消防、防災設備や地区防災体制が充実している

満足度平均点： -0.27点

重要度平均点： 0.48点
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●都市づくりの基本課題 
基本課題 １ 本格的な少子高齢化に対応した持続可能なまちの形成 
基本課題 ２ 「観光」「交流」など多様な連携が育まれるまちの形成 
基本課題 ３ 若い人が住み続けたい・住み続けられるまちの形成 
基本課題 ４ 西之表らしさ（個性、魅力）を守り、活用する取組み 

 

●現況から見た課題 
都市を取り巻く環境 ■本格化する人口減少と少子高齢化への対応 

■熊毛地域の拠点としての機能維持 
都市構造及び 

都市機能の分布 
■コンパクトなまちづくりの取組 
■港、海の玄関口としての中心市街地の再生 

人口 ■若者が住みたい、働きたいと感じるまちづくり/交流人口・関係人口の増加 

産業 ■土地利用や都市施設と連携した環境づくり 
■中心市街地の再生や観光との連携による交流人口の創出 

観光 ■観光業を支える固有の資源の保全・活用 
土地・建物利用 
及び開発動向 ■用途地域内への新築着工や都市機能、都市施設等の誘導 

公共交通 ■自動車と共存する公共交通体系の構築 
■誰もが利用しやすい公共交通体系の構築 

都市施設 ■限られた財政を前提とした都市施設の適切な整備・維持管理 
防災 ■総合的な防災の取組み/ハード・ソフトの連携による防災・避難体制の確立 

 

 

住環境 
日当たり等、住環境に関す
る項目は重要度が高く満足
度も高いため伸ばしていく
べき特徴 

都市施設 
特に公園の充実に関して満
足度が低く、市民からのニ
ーズがあることが分かる 

●市民アンケート調査の結果（居住環境の満足度・重要度調査） 
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2 
 

 

西之表市の基層（骨格）となる自然・文化伝統を継承するまち 
・ 本市の基層となる自然環境の保全  

・ 都市の特性を支え、観光産業をはじめ、賑わい・稼ぐを創出する自然資源・文化財の保全と活用 

・ 経済、社会、環境が調和した持続可能な（SDGs を踏襲した）まちづくり 

基本目標① 守り・活用する 

 
西之表市の持続可能性を実現するまち 
・ コンパクトなまちづくりを誘導する土地利用コントロール 

・ コンパクトなまちづくりを実現する、交通ネットワークの再構築 

・ 高齢者をはじめ、誰もが住みよさを感じるまちづくり 

・ 限りある財源の中で、効率的・効果的な都市機能の集積・複合利用や都市施設の統廃合（見

直しを含む） 

基本目標② つくる・つくりかえる（再編） 

 

中心商店街を核に活力や賑わいが高まるまち 
・ 多様な機能や人やもの・ことが集まり、つながるまちづくり（観光、交流人口を踏まえたまちづくり） 

・ 港まちづくり、観光等との連携による中心商店街の再生 

・ 歩いて楽しいまちづくり（中心市街地の回遊性の向上） 

基本目標③ 育てる・高める 

 

安心して住み続けられるまち 

・ 災害に強く、どの地域でも住み続けられる安全・安心なまちづくり 

・ ユニバーサルデザインに配慮したみんなにやさしいまちづくり 

・ 子どもが安心・安全・快適に育つまち（子育て支援、若い人の定住） 

基本目標④ 安心・安全・快適 

 

様々な主体がつながり・協力しあうまち 
・ 市民・地域コミュニティ・行政と協働によるまちづくり 

・ 官民連携手法の導入 

・ 市民や事業者などの主体的な取組への支援 

基本目標⑤ 協働 

２－１．都市づくりの理念と目標 

全体構想編 

海を基軸とした自然と文化が調和する 
交流拠点都市・西之表 

都市づくりの理念 

都市づくりの目標 
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２－２．都市づくりの将来像（将来都市構造） 
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●土地利用 
 豊かな自然環境の保全を基本としつつ、良好な住環境の形成、産業振興や観光交

流等を促進するため、計画的な土地利用の規制・誘導を図ります。 
 持続可能な都市構造を実現することを目指し、2022 年（令和 4 年）に策定した

「西之表市立地適正化計画」と連携し、コンパクトなまちの形成を目指します。 

２－３．分野別都市づくりの方針 

＜土地利用方針図＞ 
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●交通体系整備 
 「種子島地域公共交通計画」と連携し、誰もが移動しやすい交通環境の確保と持

続可能なまちづくりに向けて、地域公共交通体系の構築を進めます。 
 都市間、拠点間の連携をはじめ、生活利便性の確保及び都市の安全性を高めるた

め、道路ネットワークの形成を進めます。 
 人や機能が集まる拠点周辺では、人にやさしく、歩いて楽しい市街地環境を目指

し、歩行者ネットワーク構築や回遊・滞留性の高い都市空間の創出を図ります。 
 持続可能なまちづくりに向けて、限りある財源を前提とした都市施設の整備・維

持管理の推進や、土地利用と連携した効率的な交通体系の構築を進めます。 

＜交通体系整備方針図＞ 
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  ●公園・緑地整備 
 環境保全、生物多様性の保全、人々の交流やレクリエーション空間、都市の防災

空間など、公園・緑地の多様な機能を踏まえ、計画的に配置・整備を進めます。 
 公園・緑地の配置・整備にあたっては、水とみどりのネットワークの形成を進める

とともに、本市及び地域の個性を表す貴重な資源として保全・活用を図ります。 
 持続可能なまちづくりに向けて、官民連携による取組や市民との協働による維

持管理など、効率的・効果的な公園・緑地の整備を進めます。 

＜公園緑地整備方針図＞ 
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●下水道及び河川整備 
 環境と共生による豊かな環境社会の形成（循環型社会の形成）の考えを基本に、

環境基本計画等との調整を図りながら、生活排水等の水環境の対策を進めます。 
 「かごしま生活排水処理構想 2019」や「西之表市生活排水処理基本計画」を踏

まえ、快適で安心できる生活環境づくりに向けて、生活排水処理対策を継続的に
進めます。 

 都市化への対応、近年の激甚化する自然災害に対応するため、鹿児島県が進める
流域治水プロジェクト等と連携し、総合的な治水対策を進めます。 

●都市防災 
 自然環境に恵まれた本市は、海岸、河川や丘陵における災害が発生しやすい地形

条件を有しており、災害が起こっても市民の生命・身体及び財産の安全確保や、
本市及び地域社会の機能が維持されるよう、「西之表市地域防災計画」、「西之表
市国土強靱化計画」などに基づき、都市の防災・減災対策を進めます。 

 防災・減災対策の取組にあたっては、市民・事業者・行政との協働による自助・
共助・公助の取組を推進するとともに、ハード及びソフトの連携による総合的な
対策を進めます。 

●景観整備 
 本市がもつ個性豊かな地域固有の自然、歴史や伝統文化、人々の暮らしによって

生み出される多彩で特色ある美しい景観を次世代に引き継ぐ取組を進めます。 
 景観整備にあたっては、市民や事業者、行政の協働により、景観を守り、つくり、

育くみ、活かす取組を進めます。 

●人に優しいまちづくり 
 バリアフリー化やユニバーサルデザインの普及促進など、人にやさしいまちづく

りの推進により、障がいの有無や年齢などに関わらず暮らしやすいまちづくりを
進めます。 

●持続可能なまちづくり 
 都市及び地域の持続可能性を高めるため、「西之表市立地適正化計画」と連携し

たコンパクトなまちづくりの推進や効率的・効果的な都市施設の整備・維持管理・
更新を進めます。 
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3 地域別方針編 

３－１．地域別方針の概要 

●地域別方針の位置づけ 
全体構想で示した都市づくりの目標を踏まえ、地域ごとに将来像や地域づくりの方針

を定めます。 

●地域区分 
地域区分は、都市機能の集積状況

等を踏まえ、中心地域、都市地域及
び農村地域の 3つとします。 

中心拠点、観光・交流拠点及び流通
業務拠点を含む本市の都市機能を支え
る地域を中心地域に設定します。 

副中心拠点など都市機能・生活機
能を有する用途地域（中心拠点を除
く）を都市地域に設定します。 

農村景観が広がる用途白地地域を
中心として農村地域を設定します。 

西之表市立地適正化計画と連携し
た大字地域との一体的なまちづくり
に向け、「小さな拠点」に関する方
針も記載します。 

■地域別方針での位置づけ 

土地利用の方針 

交通体系整備の方針 

公園・緑地整備の方針 

下水道及び河川整備の方針 

その他の方針 
  

 

 

防 都市防災に関する方針 

景 景観整備に関する方針 

●地域別まちづくり方針図の見方 
 

中心地域 

都市地域 

農村地域 



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３－２．地域別方針 

 本市及び熊毛地域の中心地として、生活サービス・観光産業他、多様な機
能の集積を図るとともに、地域の歴史・文化などと連携しながら、拠点と
しての魅力の向上を目指します。 

 様々な主体、活動をつなぎ・育てるとともに、関係・交流人口の創出並びに
まちなかゾーンの活性化に資する、歩いて楽しいまちの形成を目指します。 

 災害リスクが市街地内に分布するため、ハード・ソフトの連携による、安
心して住み続けられる、災害につよい地域づくりを目指します。（共通） 

国や県との連携による耐震強化岸壁
並びにターミナル整備の推進（港湾
及び物流業務機能の集約） 

オープンスペースや低未利用地など
を活用した店舗（チャレンジショップ
等）の設置など 

 

国や県との連携による大型船の寄港
に対応可能なターミナル施設の整備
を検討 

 

低未利用地や空家・空店舗などを活
用した集客交流施設の整備 

市内交通並びに路線バスが相互に
乗り入れる待合所の設置など、乗換
拠点の設置の検討 
 

＜地域全体に係る方針＞ 

住居機能と商業・業務機能が調和した複合的な
土地利用の推進 

老朽化した都市下水路の計画的な更新・整備 

景 特色ある景観を支える資源の保全及び増進
（港町らしい景観、遠藤家住宅、八板家住宅、サ
グレス通り等） 

流通・業務拠点から中心拠点への物流交通の流
入抑制に向けた道路整備の検討 

広域連携軸として県道伊関国上西
之表港線（洲之崎工区）の整備・改
善 

●中心地域 
＜地域づくりの基本方針＞ 

＜地域別まちづくり方針図＞ 
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低層かつ低密度の良好な住環境の保全 

旧榕城中学校の有効活用を検討 

国道 58 号を中心に商業・業務機
能の集積を維持 

住宅地との分離並びに、本市の
生産機能の向上に資する施設の
立地誘導及び基盤整備の推進 

老朽化した施設の計画的な整備・
更新を行うとともにイベント開催時
に不足する駐車場の増設を検討 

日常生活に必要な商業施設や
サービス機能などの維持 

 本市の定住及び都市活動の中心的な場として、各拠点の特性に即した都市機
能の集積並びに良好な住環境の維持に寄与する地域づくりを目指します。 

 計画的な土地利用の推進と適正な都市施設の整備及びマネジメント（維
持管理）を進め、都市の持続可能性を高めます。 

 災害リスクが各地区に分布するため、ハード・ソフトの連携による、安心
して住み続けられる、災害につよい地域づくりを目指します。（共通） 

＜地域全体に係る方針＞ 

住宅地としての土地利用を基本としつつ都市機能
の混在を許容した複合的な土地利用を図る 

地域に応じた地域住民の日常生活を支える、地
域公共交通ネットワークの整備 

3・5・6 中央線の未整備区間の見直しを検討 

●都市地域 
＜地域づくりの基本方針＞ 

＜地域別まちづくり方針図＞ 
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 コンパクトなまちづくりの実現に向けて、用途地域周辺の無秩序な開発を
抑制するとともに、豊かな自然環境を保全することで、環境にやさしいまち
づくりを目指します。 

 大字地域等の利便性を維持するため、「小さな拠点」への生活機能の確保
並びに都市機能が集積する中心地域へのアクセス性の確保を図ります。 

 ハザードの回避・低減対策の他、災害発生時の円滑な避難対策等を進める
ため、ハード・ソフトの連携による、安心して住み続けられる、災害につ
よい地域づくりを目指します。（共通） 

（仮称）松原公園の見直しを検討 

防 集落等の住宅地周辺に位置する
土砂災害特別警戒区域等への対応 

＜地域全体に係る方針＞ 

無秩序な開発の抑制及び用途地域への開発の誘
導による農地と住宅地が調和した土地利用を推進 

景 特色ある農村景観や海水浴場などの美しい
水辺景観の維持・保全 

子どもや高齢者の移動確保に向け、デマンド型乗
合タクシーをはじめ地域に応じた公共交通体系を
構築 

生産性並びに重要性の高い農地の保全 

●農村地域 
＜地域づくりの基本方針＞ 

＜地域別まちづくり方針図＞ 
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●各主体の役割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●協働のまちづくりの進め方 
まちづくりの主役である市民・事業者等が参加し、市民と行政が一体となってまちづ

くりを進めることができる取組みを行います。 
 

 

協 働 
 

共通認識 

連携 

連携 連携 

事業者等 
・事業を通じた雇用創出等による地域貢献 
・市民や NPOなどとの連携と地域密着 
・ノウハウ等を活かしたまちづくりへの参画 

など 
 

行政 
・まちづくりのまとめ役としての意見の集約 
・連携・協働を生む庁内の連携強化 
・関係者間の連携・協働の促進 

など 
 

市民 
・担い手としての自覚とまちづくりへの関心 
・市民団体（NPO等）による連携と協働 
・地区計画の検討、地域主体のまちづくり 

など 

4 実現化方策編 

４－１．都市計画マスタープランの運用 

４－２．協働のまちづくりの推進 

４－３．計画の推進体制 

●都市計画事業の推進 
「土地利用」、「交通体系整備」、「公園緑地整備」をはじめ、都市計画に関わる個

別計画を総合的・一体的に進めるための指針として、本計画を運用します。 

●総合的なまちづくりの推進 
西之表市立地適正化計画と連携しつつ、本市の「土地利用」や「交通体系整備」な

ど、都市づくりを総合的・一体的に進める指針として、本計画を運用します。 

●国・県・島内他自治体及び関係機関との連携強化 
国や県が進める関連事業や島内他自治体と協働で進める地域づくりなどと連携し、総

合的なまちづくりを推進します。 

●庁内推進体制の構築と人材育成 
本計画の推進に向けて、横断的な組織づくりを

進めるとともに、まちづくり活動などを通した人
材育成に努めます。 

●計画の進行管理 
本市が目指す「将来像」の実現に向けて継続的

な見直しサイクルを実行します 

Plan（計画）
・全体構想や地域別構想などの計画策定

Do（実行）
・各分野の施策事業の実施
・土地利用誘導等の規制誘導策の実施

Check（点検）
・進捗状況の把握・評価
・各種調査を用いた成果の把握・評価

Action（改善）
・都市計画マスタープランの見直し

サイクル
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